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天栄村立湯本幼稚園 

＜協議主題＞ 幼児教育と小学校教育への円滑な接続の推進について 

 

Ⅰ 湯本幼稚園の実態 

  ・極小規模幼稚園：年長児 1名、年中児 1名、年少児 1名  複々式学級  担任は１名 

  ・湯本小学校に併設されている。また、園長は小学校校長を兼務していることにより、幼小連携

がしやすい環境にある。 

  ・地域を散策し人々とのふれあいを楽しんだり、地区の行事に参加したりしている。 

 

Ⅱ 研究内容 

 １ 幼児教育施設と小学校間における相互理解の促進 

 ２ 架け橋期カリキュラムの開発・実施 

 

Ⅲ 取組の実際 

１ 幼児教育施設と小学校間における相互理解の促進 

  

 

 

 

 

  ⑴ 行事等の関連を明確にした教育課程の編成と交流 

   ① 子どもたちの日常的な関わり 

日常的な幼小連携・・・毎日の朝の会の共同実施・休み時間の交流・図書室の利用等 

園児の誕生を祝う＞   ＜小学生が遊びに参加＞   ＜プールも一緒＞ 

   ② 季節の行事に小学生を招待 

 

    

 

 

 

 

 

         ＜餅つき＞        ＜団子さし＞    ＜小学校の調理実習に参加＞ 

  

 

【研究の視点】 ◎ 湯本幼稚園の実態を生かした小学校との学び合い 

  湯本幼稚園・湯本小学校とも少人数であることを強みととらえ、連携に向けた話し合いが容

易にできる環境にある。幼稚園と小学校と同じ活動に取り組むが、活動に対してのねらい・到

達点は、発達段階によって違うということをお互いに確認し、実践を行った。 

１ 
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 ③ 小学校学校行事と共同開催 

    ア 入園式に小学生が参列 

   イ 始業式・終業式の参加 

    ウ 湯本地区合同大運動会 

    エ 合同避難訓練の実施 

 オ 地域の文化祭への参加 

 カ ゆもとっ子祭りの参加 

 

 

   

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

⑷ 園児・児童の姿、育ち、関わり方等に関して情報共有がしやすい関係づくりの醸成 

幼稚園教諭と小学校の管理職を含む先生方との話し合いの機会を設け、子どもたちの情報交

換を行ったり、取組に関するお互いのねらいを確認したりしながら、連携して教育活動をすす

めるようにした。 

    

 

 

 

 

 

 

・教育課程を編成する際に、

年間行事予定を合わせ、小学

校の行事に参加できるよう

にした。 
・特に年長児は、小学校に入

学後の取組について見通し

を持つことができた。 

 幼稚園から高等学

校までを貫く３つの

資質能力の育成に向

け、お互いの取組を

理解し合った。 

⑶ 学校通信やポータルサイトを利用した園 

  活動の情報発信 

   

⑵ 園児による小学校の授業参観や学習活 

  動への参加 

  活動内容によって国語・音楽・生活・外  

 国語活動に参加する機会を設けた。小学 

 校の児童にとっても、友達と活動できる 

 楽しさを味わうことができた。 

 【音楽の授業】 

 

 

 

 

 

 

 

 【外国語の授業】 

 

音
楽
で
は
、
鑑
賞
の
時
間
に
参
加
。
曲
調
に
合
わ
せ
て
動
く 

外
国
語
で
は
、
簡
単
な
英
語
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む 
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 ２ 架け橋期カリキュラムの開発・実施 

 

 

 

 

 

 

⑴ 令和 6 年度湯本幼稚園グランドデザインの見直し 

＜改善の視点＞ 

   ① 小学校のグランドデザインに合わせた、「徳・知・体」で求めようとする子どもの姿とその

手立ての明記 

   ② 幼稚園での教育活動で育成が想定される３つの資質・能力の具現化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研究の視点】 ◎ アプローチカリキュラム作成に向けたマトリックス作成と実践 

  小学校併設型の幼稚園なので、日常的に小学生と関わる機会は多い。活動を共に行うことは

容易だが、幼小連携ありきの保育であってはならない。３歳・４歳・５歳の発達段階や個々の

姿を踏まえ、目の前にいる子どもの保育内容の充実、教師の関り方の工夫を重ねていくことが

大切だと考え実践を行った。 

３ 
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⑵ 幼稚園から小学校へ、幼児期の終わりまでに育ってほしい 10 の姿の発信 

   ① 将来にわたって生きて働く非認知能力の明確化 

     湯本幼稚園としては「感情をコントロールする力」「人とうまくかかわる力」「目標に向か

ってがんばる力」の３点を園児にとって大切にしたい非認知能力とした。 

     これらを育んでいくために、遊びを通しての総合的な指導と、これら３つの力を単体では

なく組み合わせて指導してきた結果、「できた・分かった」という自己肯定感を高め、主体的

に取り組む姿勢を育むことにつながっていることが確認できた。 

     この関わりを可視化したのが、下記のモデル図である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ② 連携している姿や遊びの場面の可視化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『幼児期から小学校へ ～非認知能力・認知能力～』 

非認知能力 

目標に向かってがんばる力 

意欲、ねばり強さ、
計画性、創造性 

自制心・忍耐力 

協調性・ 
コミュニケーション力 

葛藤、自分への向き合い方、折り合い、
話合い、好奇心、探求心等 

（読み・書き・計算力・運動能力） 

認知能力 

人とうまくかかわる力 

感情をコントロールする力 

遊びを通しての総合的な指導 

思考力 

表現力 

判断力 

・保育の中で見られた「10 の姿」に関

する園児の姿を見取り、写真を幼稚園

の廊下に掲示した。 

・小学校の教師だけでなく、児童までも

が、園児の遊びの意図を捉え、保育士に

質問したり、話題にしたりすることが

あった。 

・保護者への説明責任を果たす役割も

担っている。 
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③ アプローチカリキュラムの充実に向けた、マトリックス作成と実践 
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     幼稚園の活動が、小学校の教科学習や生活にどうかかわっていくのかを整理した。園児の   

遊びが、小学校のどんな活動に結びつくのかを知ることができた。また、小学校の先生にと

ってみれば、園児の遊びが、将来、小学校の学びの何につながっていくのかを知ることがで

きた。このマトリックスが、幼稚園・小学校の双方の先生方が共通認識を深める手掛かりに

なった。８月、幼教研で回覧された資料の中に、この取組に関する資料を確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 成果と課題 

 １ 幼児教育施設と小学校間における相互理解の促進 

  【成果】 

・ 小学校の中に幼稚園が設立されているという好条件を生かすためには職員間の連携が大切

であり、日常的な情報交換でお互いの取組が分かり、「ぜひ、一緒に活動したい」という思い

から、多様な教育活動を実践することができた。 

・ 小学生も幼稚園児とかかわることによって、年齢の低い子に対する配慮、伝え方等の異学

年に対して伝えようとする技術が身にいた。授業の中だけではなく、日常生活の中でも、伝

えよう・伝えたいという能力を伸ばすことができた。 

  【課題】 

・ 同年代の友達と関わる機会が少ない。いつも同じ決まった人間関係の環境であるため、コ

ミュニケーション能力と社会性をいかにして育み支えていくか少人数ならでは難しさであ

る。今後、異学年集団や地域の方を交えた活動を工夫していかなければならない。 

 ２ 架け橋期カリキュラムの開発・実施 

  【成果】 

・ マトリックスの活用や 10の姿の整理により、幼児の遊びの姿から小学校での学びにつなが

ることを意識することできた。 

  【課題】 

・ 教育行政・幼稚園・小学校の職員と話し合う機会を設け、アプローチカリキュラム・スタ

ートカリキュラムの整備に取り組む必要がある。 

 

Ⅴ 今後に向けて 

 小学校側が幼稚園の取組や園児の遊ぶ姿から、３つの資質・能力の基礎を養っている姿に気づ  

き、学ぶことが多かった。この点においても、幼小連携のメリットが感じられた。 

 今後、情報の共有等を日常的・計画的に行う体制を整備し、お互いの取組を理解して保育活動が

できるよう研究を深めていきたい。 

【参考資料】 白梅学園大学徳仁教授 白梅学園大学大学院名誉教授 無藤 隆 先生 

     「幼児教育の実践プロセスのロジックモデルの捉え方」より 

 そもそも、資質・能力や 10 の姿については、それらが明示された 2017 年の幼稚園教育要領改訂以前から、園生

活の中で幼児がどのような学び・育ち・姿を示しているかは、たくさんの実践研究が行われており、そこで分かる

こともあるが、それらを整理していく作業が足りていなかったように思われる。 （中略） 小学校とのつながり

においても、幼児教育でこのような学びがあるということを説明する際、いくつかの例を挙げて伝えると、そこで

理解して分かる人もいるが、分かりづらく感じる人も多い。なぜなら、小学校は教科教育であるため、その教科に

関連したことが幼児教育の中にどの程度あるのかを知りたいと感じるためである。その時、10 の姿をもとに説明す

れば、そこには教育につながることについても書かれているので、より分かりやすく伝えていくことができる。 

 

                   （※太字・書体の変更、アンダーラインの追加は、本園教諭が行った） 
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